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私は日頃,抽象形態を用いてデザインしたり,

それだけで作品を仕上げたりしている｡いわゆる

｢わからない絵｣というのに属している｡そこで

よく聞かれるのが ｢どうして描くのですか?｣ま

た ｢何で描くのですか?｣ということである｡つ

まり,技法と材料の点から観者は作品を理解 しよ

うとしているのである｡この質問は作者にとって

手品の種あかしを求められているようで,あまり

答えたくないものであるし,作品で表現したいこ

ととはあまり関係のないことですといいたくなる｡

またよく聞かれるのが ｢何が措いてあります

か?｣ということである｡人物,静物,風景等の

具象形態による造形表現ではこうした質問はまず

おこらないだろう｡抽象造形には具象表現と同じ

意味での ｢何を｣描いているというものはない｡

抽象造形の作品には抽象概念とか,目には見えな

い事柄を題名にしているものがあるが,私にはこ

れは抽象造形と馴染みのうすい観者と作品とをつ

なぐための方便と思える｡

それでは抽象造形は何を表現しているのだろう

か｡作品の前に立つと,わかる,わからないは別

にして様々なものが目に入ってくる｡そして色は

どう,形はどう,というように色と形とを分けて

みることができる｡すると色についても好きな色,

嫌な色とか,あるいは明るい色,暗い色というよ

うに心理的,物理的,あるいは生理的にと様々の

観点にわけてみることができる｡また形について

ち,単純な形か,複雑な形とか,直線からなりた

っているか,曲線からなりたっているとか,その

配置は垂直,水平方向を主体にしているか,ある

いは斜めの方向を主体にしているとかというよう

に造形作品を構成している要素を様々の観点から

とりだすことが出来る｡つまり造形作品を客観的

に分析することができる｡
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こうした分析は専門家でない人にはあまり関係

のないことであろうが,造形作家は意識的にしろ,

無意識的にしろ,このような造形要素のあり方を

選択し,決定することで物理的存在である作品を

仕上げているのである｡

モデルや現実の風景よりも美しいものを表現し

ようとする具象表現と異なり,こうしたモチ-フ

のない抽象表現では純粋な造形要素に対する関心

は当然高くなってくる｡むしろこれが中心的なモ

チーフになってくるはずである｡

抽象造形が表現しようとしているものを間接的

に説明すれば,造形手段によらなければ表現出来

ないもの,文字やことばでは表現出来ないものが

表現されているといえる｡従ってそれを言語で説

明しようとすればェントロピーの高いものといえ

る｡造形表現でなければ表現出来ないものが,わ

かればその作品はわかったことになるが,これは

ことばで説明しにくいものである｡

しかし,造形表現でなければ表現出来ないもの

ち,造形要素の分析からその本質に迫ることが出

来る｡一方,結局,その両者は接近はするが平行

線だと思わせるところがある｡

従来,日本の伝統的な芸術観はわけてわかるこ

とを軽視し,直感的にわかることを重要視してき

た傾向がある｡私は直感的理解は独自性を育てた

が,新しい様式を展開させる点で越えがたい限界

をつくったと思う｡作品を理解するのには直感的

にわかるということは大切であるが,新しい作品

の創造には既存の作品の分析的な理解が不可欠で

あろう｡なぜなら造形表現の展開の多くは造形要

素の新しい組合せ,新しい意味づけによっている

からである｡


